
第2章兵庫県南部地震

2.1 地震の概要

平成7年 1月17日午前 5時46分に明石海峡付近を媛源とするマグニチュード7.2

の地震が発生した。この地震による被害は広範囲に及んだが、特に神戸市 ・芦屋市 ・西

宮市 ・宝塚市などの阪神地域と淡路島北部では、建築物、土木構造物、都市施設などが

激甚な被害を被った。気象庁はこの地震を「平成7年 (1995年）兵庫県南部地震」と命

名したが、その被害の大きさから、政府や報道機関などでは「阪神 ・淡路大震災」とも

称されている。

(1)震度分布

図2.1-1は気象庁発表による各地の震度を示したものである。神戸と洲本で震度6、京

都、豊岡、彦根で展度 5となったのをはじめ、関東北部から九州南部まで広い地域で有

感となった。さらに、その後の現地調査により、図2.1-2に黒く示す神戸市須磨区から西

宮市にかけての長さ約20km、幅約1kmの帯状の地域と宝塚市、淡路島の北淡町、一宮

町、津名町の一部などで震度7の激展と発表された。震度7の地域が非常に狭く帯状に

分布し、いわゆる「震災の帯」を形成したことが特徴として挙げられる。

一方、中央開発 1),2)は、独自の調査によりさらに詳細な震度分布図を作成した（図

2.1-3)。この中には、震度7の地域のうち特に被害の激しい地域を「震度超7」と定義

してその分布も示されている。気象庁、中央開発いずれの裳度分布図によっても、狭い

地域に被害が集中したことをはっきりと読み取ることができる。この「震災の帯」の形

成理由については、地震直後からさまざまな説が唱えられたが、これらについては次節

2.2で触れることにする。

(2)余震分布

本震発生直後の余媛の発生位置は本震の断層面とよく対応していることが知られてお

り、余震の分布を調べることが本震の震源断層の位置を知る手がかりとなる。図2.1-4は、

兵庫県南部地震発生から 1カ月間の余震の震源分布3)を示したものである。余震は淡路

島北西部から西宮市北部にかけての50km余りにわたり線状に分布していることがわかる。

余震の深さは概ね 5km~20kmの範囲に限られており、北東側では浅いものが少なくな

る傾向を示す。 一方、時空間分布からは、本震の展源付近では余震の数が少ないことが

わかるが、これは、本震時の断層運動により、いわゆる「壊れ残り」がほとんど残らな

かったためと考えられる。
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(3)活断層

図2.1-5は、神戸周辺の活断層の分布4)，”を示したものである。神戸周辺には数多くの

活断層が分布していることが以前から知られており、そのことはこの図からも明らかで

ある。今回の地震では、淡路島西岸の野島断層で地表に 1叫以上のずれが出現したが、

神戸市側では地表面に達するずれは確認されていない。しかしながら、図2.1-4の余震分
えげやま

布との対応から、神戸側においても大月断層、五助橋断層、会下山断層、諏訪山断層な

どから構成される「六甲断層帯」が活動したことはほぽ間違いない。

「日本の活断層5)」によれば、野島断層および六甲断層帯を構成する活断層の活動度

はいずれもB級（平均変位速度が1,000年あたり0.1-1.0mのもの）と評価されており、地

震の平均的な繰り返し間隔は少なくとも1,000年以上と推定される（平均変位速度を

1,000年あたり0.5mと仮定し、 1回の地震により断層に2mの変位が生じるとすれば、 地

震の平均的な繰り返し間隔は4,00()1fになる）。この繰り返し期間は一般の構造物の耐

用年数と比較してはるかに長く、この意味で兵庫県南部地緩は、このような低頻度巨大

災害に対して耐震設計上どのように対処すべきかについて課題を残した地震といえる。

(4)震源過程

震源過程の解析とは、得られた地震動波形をもとに震源断層においてどのような破壊

が生じたかを同定するもので、新聞等で最初に公表されたのは菊地6)による結果（図

2.1-6)である。これは、世界各地の記録に基づく結果で、 明石海峡を中心とする長さ

20km余りの右ずれの主破壊と、神戸側の2つのサブイベントからなっている。その後、

神戸周辺の強震記録を用いた解析も実施され、さらに詳細な媛源過程が明らかになりつ

つある。図2.1-7～図2.1-9はそれらの解析結果の例7)-9)である。これらの解析結果の意味

するところは、以下のようにまとめられる。

・断層面は北東から南西に走るほぼ鉛直の右横ずれ断層である。

・断層のずれは淡路島側では地表面近く、神戸側では深いところで大きい。

・断層面の北東側は神戸市から芦屋市付近まで達しているが、断層運動自体は明石

海峡付近と比較してかなり小さい。

・強震動の主要な成分は明石海峡付近で発生したと考えられる。
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図2.1-1 兵庫県南部地震による各地の震度
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現地調査による震度7の分布
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図2.1-2 気象庁による震度7の分布
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2.2 地震動

(1)強震観測記録

神戸市周辺は、関東地方と比較して地震計の設置台数がきわめて少なかったと言われ

ている。その中で、関西地震観測研究協議会は3年前から組織的に強震計を配置してお

り、兵庫県南部地震では震源域の直上である神戸大学をはじめとして貴重な強震動が記

録され、その波形がいち早く公開されたことは特筆される。図2.2-1は、関西地裳観測研

究協議会による観測速度波形tO)である。これらの記録のうち、尼崎と震災の帯に近い神

戸（本山）では水平成分が最大速度が40kineで振り切れている。一方、ほぼ岩盤上に設

償された神戸大学においてはNS成分の最大速度が55kineに達しており、洪積 ・沖積層

上の地点では表層地盤による増幅効果によりさらに振幅が大きかったことが飛浚される。

気象庁も神戸市中央区にある神戸海洋気象台で得られた強震記録ををはじめとして各地

の記録を公開した。図2.2-2は、神戸海洋気象台の観測波形で、南北成分の最大加速度は

818gal、最大速度は91kineで、振幅の大きい部分の継綿埒間はせいぜい10秒程度である。

図2.2-3¥l)には、神戸周辺の主な観測点位置とその地点の加速度波形をまとめて示す。

図2.2-4は、水平最大加速度の分布12)を示したものである。地点ごとに地盤条件が異な

るために一概には論じられないが、震源から見て断層が破壊した方向である東北東方向

で相対的に最大加速度が大きく、顕著な地域性が認められる。なお、これまでに公表さ

れている最大加速度で最も大きいものは大阪ガス葺合の833galであり、最大加速度で見

る限り釧路沖地震の際に釧路地方気象台で得られた919galをやや下回っている。最大速

度に関しては、 JR鷹取駅でlOOkineを超えるものが観測されている。

図2.2-5は、断層からの距離と最大加速度および最大速度の関係t”を示したものである。
兵庫県南部地震で観測された最大振幅の値は既往の距離減衰式で推定されるものと整合

しており、兵庫県南部地震の地蔑動が特別に大きかったわけではないことがわかる。

図2.2-6は神戸市内で得られた主な観測記録の加速度応答スペクトルを示したものであ

る叫神戸海洋気象台、関西電力新神戸変電所、大阪ガス葺合の 3地点では、水平成分

の加速度応答がかなり広い周期帯域でl,OOOgalを超えており、周期によっては3,000gal

もの応答値を示している。残りの3地点のうち、神戸大学は岩盤上での記録であるため

他地点よりも小さい値となっていると思われ、ポートアイランドと東神戸大橋は地盤の

強非線形化の影響で水平成分の短周期成分が低減していると考えられる。一方、図2.2-7

は、神戸海洋気象台の擬似速度応答スペクトルを既往の観測記録のものと比較したもの

である叫 水平成分については、周期0.7:秒以下の領域では1993年釧路沖地裳の際の釧路

地方気象台や1994年のNorthridge地震のTarzanaの記録の応答スペクトルの方が大きいが、

周期1~2秒の範囲では神戸海洋気象台の応答スペクトルが最も大きくなっている。上

下動に関しても、概ね同様の傾向が認められる。ただし、釧路沖地震と兵庫県南部地痕
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による被害を比較した場合、全体としては兵庫県南部地震の被害の方がはるかに大きい

が、上記の記録が得られた両気象台の建物はいずれも比較的軽微な被害を受けただけで

あり、 2つの記録のスペクトル特性の違いを直ちに被害の大小と結びつけることはでき

ない。また、図2.2-6からもわかるように、兵庫県南部地震では震度7の領域内では記録

はほとんど得られていない。震災の帯の中では今回得られた観測記録よりもさらに強い

地震動に見舞われたであろうことを念頭に置いてこれらの記録を見る必要がある。

なお、上下動に関しては当初、特殊な被害形態との関連から、水平動の最大加速度と

の比 (v/H)が1.0を超える地点がいくつかあることが注目され、上下動が被害の主犯で

はないかとの説も出た。しかしながら、そ咲紀の検討によれば、上下動が水平動を上回っ

ている地点の多くは埋め立て地盤や液状化サイトあるいは建物の地下の観測点であり、

地盤の非線形性や相互作用の影響による結果であろうと考えられている13),15) 0 

(2)液状化

図2.2-8は、神戸周辺の液状化地点の分布図 10)であるが、液状化地点の判読は航空写真

に基づいて行われており、実際の液状化の範囲はさらに広いと思われる。この図からも

明らかなように、臨海部では広範囲で液状が発生しており、護岸や港湾施設、埋設管な

どに甚大な被害をもたらした。また、建築構造物等にも地盤沈下や側方流動に起因する

被害を受けたものが少なからず認められたが、これらの地域では震動そのものに起因す

ると思われる建物の被害はきわめて少なかったといわれている。

埋立地盤であるポートアイランドでは、神戸市開発局により地震計が設饂されており、

兵庫県南部地震では地表／地中同時記録が得られた。図2.2-9は成分ごとの観測記録16)を

示したものであるが、水平成分については地表の最大加速度が地中のものよりも明らか

に小さくなっており、後続動部では振幅がなくなっている。一方、上下動の振幅は地表

に行くほど増大しており (GL-16mのスバイク状の信号は実際の地動ではないと思われ

る）、結果的に地表面では水平動の最大加速度を上回っている。ポートアイランドでは、

至る所で大量の噴砂が見られ、数十叩～数mにおよぶ沈下が生じたことから、地表付近

における水平成分の最大加速度の低減は液状化によるものと考えられている。また、図

2.2-10のように液状化解析により観測記録が非常によくシミュレートできる16)ことから、

このことは解析面からも裏付けられている。

(3)震災の帯における地震動の強さ

すでに述べたように、兵庫県南部地震では、特に激しい被害が幅1~2kmの細長い帯
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状に分布し、いわゆる「震災の帯」を形成した。今回の地震では貴重な強震記録が多数

得られたものの、震災の帯の中ではほとんど記録が得られていない (JR鷹取駅のみ）た

め、震災の帯の中ではどのような強さの地震動であったのか、また震災の帯の形成原因

がどこにあったのかについて、観測記録に基づいた説得力のある説明はされていない。

このような状況下で、震災の帯の形成原因については、未知の伏在断層の存在、表層

地質との関連、表層地盤による増幅、深い地下構造による増幅など、さまざまな説が唱

えられた。これらのうち伏在断層説については、余震の発生位置と震度7の領域が明ら

かにずれていること（図2.2-113)）や地裳後に実施された地下探査の結果などから、現在

ではほぽ否定されている。 一方、地盤の影響については問題が複雑であり、さまざまな

観点から観測や解析が実施されている。

常時微動観測結果例えば17),l8)からは、六甲山側の岩盤地点に比べて堆積層上の地点の

方がはるかに振幅が大きくなることが示されている（図2.2-12[8))。同様に、余震観測

からも堆積層上の観測点の波形が基盤上のものに比べて著しく増幅していることが示さ

れており、この増幅特性は1次元波動論でほぼ説明できるとの結果が得られている叫

表層地盤の影響としては、海側ほど堆積層が厚くなる神戸特有の構造による「なぎさ

現象」が指摘され、表層地盤の不整形性を考慮した解析20)も実施されている。一方で、

さらに深い地盤構造の影響が支配的であると指摘するものもある21).22)。文献22)では、図

2.2-13に示すような既存断屈による基盤（花閥岩）の段差を考慮した 2次元モデルを用

いて六甲山側から海岸に至る大阪層群上面での地痕動の分布を推定している。その結果

によれば、断層からの距離が1km前後の領域で水平動の最大振幅が最も大きく、最大加

速度で800-1,200gal、最大速度で120,.....,150kineとなっている（図2.2-14)。なお、地表

面では大阪層群より上部の地盤の非線形増幅の効果により、最大値分布はかなり異なっ

たものとなることが推測される。

また、 (2)において触れたように、臨海部では液状化が発生しており、地表面の地震動

の短周期成分が相当に低減されたことは間違いなく、図2.2-1523)でも被害の大きかった

地域と液状化したと推定される地域がほとんど重ならないことが示されている。このこ

とから、被害の大きかった地域の海側の境界の形成要因の一つとして、液状化を含む表

層地盤の強非線形挙動が関与しているものと考えられる。
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NS 
0. 00 25. 00 

TIME(sec.) 
50. 00 75. 00 100. 00 

55. 109 (cm/s) 
KOBE-UNIV 

40. 000 (cm/s) 
KOBE 

［ AMAGASAKI 
40. 000 (cm/s} 

FUKUSHIMA ［ 
30. 981 (cm/s) 

..... 
u ［ I MORIGAWACHI 

27. 056 (cm/s) 

YAE ［ 
21. 207 (cm/s) 

SAKAI ［ 
15. 865 (cm/s) 

TADAOKA ［ 
24. 437 (cm/s) 

CHI HAYA ［ 
5. 182 (cm/s) 

ABENO ［ 
21. 370 (cm/sl 

図2.2-1 関西地震観測研究協議会の観測波形10) （その1NS成分）



EW 
0. 00 25. 00 

TIME (sec.) 
50. 00 75. 00 100. 00 

31. 042 (cm/s} 

KOBE-UNIV 

40. 000 (cm/s) 

KOBE 

AMAGASAKI ［ 
40. 000 (cm/s) 

FUKUSHIMA ［ 
29. 811 (cm/s) 

I 

呂

｀ 

MORIGAWACHI ［ 
24. 67 3 (cm/s) 

YAE ［ 
21. 817 (cm/s) 

SAKAI ［ 
15. 664 (cm/s) 

TADAOKA ［ 
14. 713 (cm/s) 

CHI HAYA ［ 
4. 861 (cm/s) 

ABENO ［ 
24. 889 (cm/s) 

図2.2-1 関西地震観測研究協議会の観測波形10) （その2日V成分）



UD 
0. 00 25. 00 

TIME(sec.) 
50. 00 75. 00 100. 00 

33. 173 (cm/s) 
KOBE-UNIV 

40. 000 (cm/s) 
KOBE 

AMAGASAKI ［ 
26. 095 (cm/s) 

FUKUSHIMA ［ 
9. 607 (cm/s) 

＇ g MORIGAWACHI ［ 
6. 106 (cm/s) 

I 

YAE ［ 
6. 979 (cm/s) 

SAKAI ［ 
6. 597 (cm/s) 

TADAOKA ［ 
5. 923 (cm/s) 

CHI HAYA ［ 
2. 466 (cm/s) 

ABENO ［ 
6. 277 (cm/s) 

図2.2-1 関西地震観測研究協議会の観測波形10) （その3UD成分）



芭 南北成分

500u I 

。4SOO●● I 

600●● I 

。-~oo, • I 

soo.., 

゜-soo..I 

1北

東西成分

t賣

上下成分

9上

i 

i 
: i 

！ ； 
： ； 

： 
l • 12秒 ・：， 

•6 : •9. es 
分：＂

•1 :09. es 7ヽ:13. 8$ 47:25.85 

口 南北成分

so c,,/s 

゜•SO a./・

so ca/s 

゜-&o ca/s 

so ca/s 

゜-so ca/s 

9北

東西成分

＂＂ 

上下成分

1..I: 

： 
； 

i i 
~12秒 • :
： 

嶋6：嶋9．8S

":" 
.,,o,.15 ●9 : 1 3. es “7 :2S. es 

図2.2-2 神戸海洋気象台の観測波形

-22 -



....... 
猪名止伽~—

神戸港工事事務所

西茫叫枷如い—―

x震央
(M皿＝7.2)

↓

10 

図2.2-3 神戸市周辺の観測点位置と加速度波形")

（西明石、鷹取、宝塚はNS成分、他は震源方向直交m成分）

-23 -



長”m,‘ ,̀．名 ，99 -

［二Gal)ロ 水平最大加速度
I 

,r 

;| • ~200 Ga 
~I 200~400 G _•一
400~ GaI I :.. I、.i." 1{ 99 ::y 

（ 
"ヽ
9’’. 

¥,JI.L I i.. -~ 、美＇ふ郡
f Ii-~ ヽ •'Ii'' 、 l

・I・；；久 、，b9 

ゞら）呻 ＇．，4 、ヽマ． ．9 
ー・¥ ” ,9會 、9 とりI リ

件上 、． • :., L ¥̂  
で0、 tゞ •‘j ，入"’̀

9,.. 、 -•1 ―’谷．． 94

・＊

成、
雹1. ． 扉i
"ク・•• ・ ̀  00 

≫ ←. p1B. 9 9 

も'’~!

ベ・ー・‘ ・竺 ぶ

切

x 
~7~ べv：円 /
やt心

", 3, 

乏、9.. t.、；•一 心翠／ヽ-* 1))＂ -―_ 
ゾI,；J.. ／J&、こ ‘̀‘ヽ｀`` ＼ヽ
よt;ピ:：: ¥‘-¥ ¥ -、̀ I 
Iグ-v竺、／’｝

！ 
,．91 ( 
',9' 
9f ¥ 

I 
4 

:'，，，、.，ヽ'〉

＂, ¥ I / /,....-
a 

図2.2-4 各地点の水平最大加速度分布12)

-24 -



2000.0 

(
S
ヽ
s
、己〕
N
C
J
!
l
g
3
7
3
J
J
t
J

O
N
n
□l
:
J
8
)
{
g
d
 

I i 

” 
,./ISHINOMIYA 

... -----・・r----...---・---.
1000. o I: 

・・・--.... 11 TAKARAOUKA 
FUKIAI 

→ )MA  
P•8 、 |：：：1て：AMAGASAKI PORT 

500.0~嘔•ー，．ー·•一・―-- ． .1/5-t竺竺0:＿_| _..l_•--・] 
-0,-, 

SH二尺□三亨『S蕊．＼
↓A閃／／〗

so. 0 1 00. 0 200. 0 

200.0 

100.0 

50.0 

MV=7.0 

鳴
一

20.0 I—•-----

150..0・ロー一
2.0 5.0 10.0 20.0 500.0 

DI STANCE (KM J 

200.0 

100.0 

〔

S
/
W
J
〕

AlI 
J
C
J
7
3
A
 
□N
n
m
m
)
l
t
i
3
d
 

50.0 

20.0 

5.0 

Ml,/=7.0 

TAKATORI ． ヽ

MOTOYAMA 
I 
I 

I 
PORT ISLAND 
！ _」-

I 
--l 

IADUKA 

E
 
B
 ゜
k
 こ~

】

・・r..
 

10.0 ,_ 

l | ＇ 

→―ト
！ 

•一'

..-1一•-l・ 
; I 
「
□ i I 

|-

|1

—

i
•

5 

．
 ゚

―

-

2

 

5
0
 

ロ
0

0

 

．

．

 

．
 

2

1

0

 

: Soil Vs=100 mis 
I'  
レ／(deposit 500m) 
''  (deposit 2300m) 

l 

上→--

1.0 

一ー
，・古

9..  

10.0 : ．．
 

2.0 20.0 100.0 200.0 500.0 

DISTANCE (KH〕

図2.2-5 断層からの距離と最大加速度（上）および最大速度（下） の関係13)

-25 -



5000 

ー

(IC8)

.8y-,suodsa~

rsqy 

拉戸海洋気象台 神戸大学 関西電力新神戸
;ー-: 1 1l l i t. i l 

; •••一•,...

005010ニニ：分2:secf°

I 
I 千石プ:吝、マそうCrーキゞ で噌マユニ̀マ.. こふ天、3

ポートアイランド 大阪ガス葺合 東神戸大橋

5000~ニニ
' i....．． z ; 

LJ~三6.05 0. I 0.2Peri悶T102tsecf°°.05 0.l 0.2Periば廿゚ 2?secf.00050.1 02peri悶T1.02tsecf° 

ー

ー（
衷O
O
)

．
8

y
·
;
,
s
u
o
d
s
a
~
·
s
q
v 図2.2-6 神戸市周辺の観測記録の加速度応答スペクトル")

-26 -



'o'5001 : ．．．． ； ．；．．．：．． 
= ' ．．，． 

・].t::~::::::1:::1: :i::J::l::l::t:::::::::::::::!:::::::ヽ •;. ヽ ・•, • ・.． ．．． .．．．．. ：．．．．．．： ・ • .. ~ • •ャ・・ヤ•;. .;.. ;............... ;......... [..... ~.... 
> i l :h=o.05 ［訂．：：知 ；； ： ： ：．  

•= .: ;．．．?．対‘澤',t¥..~....... l........ ! ~ 2ooh..マ・・r・t・1・・・・...........t........ r:.'f"J-'·~(Kj芍了．．． ．．．．．． ．；•........: ・ •• ・ •;... ] ---1 I日目 i :: : ： い； ； ： ： 。 ： ： ： ； ： ・・ ：ヽ：べ： ： ； 

＞ i i i i i : ： ;; :. : • : 
g 100 : `  ： ：．．．；箋成・'、 ； -＼: ：；●：．．・.、：：．＼：・：
o ' 
= m:：: ：：平『：：：ヽ.. .:;,．．9’・;: ;;f,: ::f::::: :1:::}1+~~~^ 江：：：：：•：:t:：さ；”．．:：出：：

• • 9 • •ヘ・・ヽ．． ．．．．．．・・!・・・ド・.11...;...... ;.. _~....;.. ;.. ; 
鴫゚

． ：． 必••4...． ： ≫ ; •• • '.. .'. :. : : : :. 
の 50・ • : ・ • •: ・ •; •E';.........,.....t 'JJ'·.. ;・・・・・・:・!・・i・・・・;・・j"j・・i・ 
~ --U.. L~t:l.!....... L.....JJ..... L.... i:.. ! 

!··-;··;J·j········t····~·/J····:······:·I··: 
: " : ; : : : • ●,．． -• ・̀ 

に
・ • ; • ・ • : f 了•;•......;:.......:..........9.,9 • • ;・ • •+ ・ • ;.. ；.．;.．；.． 
； ： ： ： ： ： ．．`ギ・ ；： ： ； ： ： ： る：っ ・•: •ナ••i• t・ i •a · • ・ • ・ •「·•9 ・·••:..．．...．．．． ;.．．令••H··H·會.．．．．．． ．．．．．\-·.. g 点；1:rJtff_rr····1······r····r··1··r·r·1·-r········· ·····K·~--: 

~ 20 ・・f..．:・ •! • •f i..．．． ...;·—t·······i..... -!-... ;i● ● ●ド・• 9 • • 9• • : • •9 •.．．.．．．．．．..． ．;． 9ぷ．；．．

]゚ 10.f;：ノ9.‘・｝喜 sii 
0.5 
Period T 

0.2 1.0 2.0 
(se匂゚

(a)水平成分

]：：0:00:05/／en/0:0/̀ 

UDuDuDUDuD 

(se匂゚

図2.2-7

(b)上下成分

神戸海洋気象台と既往の強震記録の擬似速度応答スペクトルの比較15)

-27 -



町
江

¥
4
 

-・ 
高 ， 

， 
； 

9 : 

‘-＇ 

. -； Uん・” `..... ヽ•一 •,． , ． ．

¥,'... •. :.--・ ・・ ・--・ "' ,_, ・息

•K 

こ

t•一 工、 し＼ぶ
己べ‘

｀ 
•:,• 

•,,• 

砺し

・！
11:,..怜・;;;,,以屯

'ゞ• KJi
兒｀名

.,.ヽー•.. ．9、

ど•/:\............: 
、...........、

：高

％乾lllJ~I 
I 

お 高

-‘
 

•
• 

t
 竺”

t
 

•-[し

及
旧
2
>
¥

L.，ン判饒-囲

/
 

L
0¥
|
＇

|
,1

,i_
1ーー

-
＊ ：航空写真の概略判続による噴砂発生嬉点

図2.2-8 航空写真から判読した液状化地点の分布10)

-28 -



表1 地盤構造と地震計設置位置（►が地震計設置位置）
No. 濠度 主な土質 P楓遠度 s渡速度 平均 密夏
(m) し呻） t叫 ） N債 （如,3)

► 1 0.0-2.0 砂圃 量立土砂 L 0.170 5.2 已
2 2.0-5.0 砂● 0.33 1.80 

J S.0~12.6 砂● 0,711 0.210 6.5 はI 

► 4 12.6-19.0 璽擾じり砂 1.“ l.m 

S 19.0-27.0 帖土 沖積帖土層M I3 l 18 0.180 3.9 l50 

► 6 27.0-37.0 砂 1.33 025 13.S 1.85 

1 31.0-500 襲漫じり砂、砂 鯖l洪糧砂璽層 1. 53 0.30~ 36.5 l.85 

8 50.0~61.0 砂 1.61 0.3父 61.9 1.85 

9 61.0-83.0 帖土 洪砧土層M.112 0.303 11.7 1.80 ． 10 83.0~ ●覆じり砂 鯖毎積砂•• 2.00 0.3” 68.0 1.90 
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図2.2-13三宮付近における地震動シミュレーションのための2次元FEMモデル22)
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四広範1111で液状化が発生
したと息われる頷燻

● 上記以外の鴫砂讀11鳩点
璽中央開発の鱈査による
●度6の襲1111

図2.2-15西宮市における被害の大きかった地域と液状化が発生したと推定される領域の比較23)

-34 -



く第2章参考文献＞

1) 中央開発株式会社：阪神大震災災害調査報告書，平成7年3月．

2) 小野諭・石川浩次 ・溝口昭二 ：1995年兵庫県南部地緩による建物等被害度について，

土木学会第50回年次学術講演会講演概要集第1部(B),I-474, pp.948-949, 1995.9. 

3) 吉川澄夫 ・伊藤秀美： 1995年兵庫県南部地猿の概要， 1995年兵庫県南部地震ー近代

都市直下に起こった大地震の報告ー，月刊地球，号外No.13，海洋出版株式会社，

pp.30-38, 1995.8. 

4) イミダス編集部：日本列島 ・地震アトラス「活断層」，イミダス特別編集，集英社，

1995.5. 

5) 活断層研究会編：新編日本の活断層一分布図と資料ー，東京大学出版会， 1991.

6) 菊地正幸：遠地実体波による震源のメカニズム， 1995年兵庫県南部地震ー近代都市

直下に起こった大地震の報告ー，月刊地球，号外No.13，海洋出版株式会社，

pp.47-53, 1995.8. 

7) 入倉孝次郎： 1995年兵庫県南部地震による強震動， 1995年兵庫県南部地震ー近代都

市直下に起こった大地震の報告ー，月刊地球，号外No.13，海洋出版株式会社，

pp.54-62, 1995.8. 

8) 関口春子ほか：強震動記録の波形インバージョンによる兵庫県南部地震の破壊域と

破壊過程，日本地震学会講演予稿集，．1995年度秋期大会，A75,1995.9. 

9) 吉田真吾ほか：強痕計記録、遠地実体波、地殻変動データの同時インヴァージョン

による兵庫県南部地震の震源過程，日本地震学会講演予稿集， 1995年度秋期大会，

A76, 1995.9. 

10)土木学会：阪神大震災震害調査緊急報告会資料， 1995.2.

11)若松邦夫：震源域での強震動，第23回地盤震動シンポジウムー1995年兵庫県南部地

震で試された地盤震動研究ー， 日本建築学会， pp.11-20,1995.10. 

12)土木学会兵庫県南部地震震災調査団：阪神 ・淡路大震災・緊急報告会開催される，

土木学会誌， 1995年3月号，pp.2-11,1995.3. 

13)福島美光・入倉孝次郎： 1995年1月17日兵庫県南部地震における最大振幅の距離減

衰， 日本建築学会学術講演梗概集， B-2（構造II),pp.149-150, 1995.8. 

14)土岐憲三 ・後藤洋三 ・江尻譲嗣 ・澤田純男：兵庫県南部地展の震源特性と地盤震動

特性，士木学会誌， 1995年9月号， pp.32-43,1995.9. 

15)江尻譲嗣・後藤洋三 ・土岐憲三 ：兵庫県南部地震における地震動の諸特性，第23回

地震工学研究発表会講演概要，土木学会耐震工学委員会， pp.237-240,1995.7. 

16) 川瀬博•佐藤智美•福武毅芳 ・ 入倉孝次郎：兵庫県南部地震による神戸市ポートァ

イランドでのボアホール観測記録とそのシミュレーション，日本建築学会構造系論

-35 -



文集，第475号， pp.83-92, 1995.9. 

17)岡本昌治・大場新太郎：神戸市の市街中心部における微動特性，日本建築学会学術

講演梗概集， B-2（構造II),pp.179-180, 1995.8. 

18)太田外氣晴・竹原崇夫：神戸市における地盤の常時微動と表層地盤の特性，日本建

築学会学術講演梗概集， B-2（構造II),pp.181-182, 1995.8. 

19))II瀬博•佐藤智美 ・松島信ー・入倉孝次郎 ： 余震観測記録に基づく兵庫県南部地震

時の神戸市東灘区における本震地動の推定， 日本建築学会構造系論文集，第476号，

pp.103-112, 1995.10. 

20) Adam M. and H. Takemiya : Soil Amplificati>n by Topograph記sDuring H yogoken Nanbu 

F.arthquake, 第23回地震工学研究発表会講演概要，土木学会耐震工学委員会，

pp.245-248, 1995.7. 

21)川瀬博 ・林康裕：兵庫県南部地震時の神戸市中央区での基盤波の逆算とそれに基づ

く強震動シミュレーション，日本建築学会構造系論文集， 1996年2月号掲載決定．

22)永野正行・源栄正人：神戸市の基盤不整形構造を考慮した地盤震動特性に関する解

析的検討（その1平面波入射による地震動の増幅特性），日本建築学会学術講演梗

概集， B-2（構造II),pp.171-172, 1995.8. 

23)奥村俊彦・石川裕：兵庫県南部地展における西宮市内の被害とその特徴，第23回地

震工学研究発表会講演概要，土木学会耐震工学委員会， pp.581-584,1995.7. 

-36 -


